







に書きつけておきたいのだが, それがどのように ｢本文｣ と関わるのか｡
あるいはどのような意味合いで ｢本文｣ の前置きとなるのか, 筆者自身い
ささか心もとなく, 不分明であったが, 最近日常何気ない機会に突然理解
が訪れたように意識された｡ この ｢突然の理解｣ とその状況こそが共通す
る, 冒頭のエピソード, ロシア語風に言えばアネクドートと ｢本文｣ を連
関させる, そして本文内の三つの論題をも重ね合わせていくテーマなので
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日ロシア語学校に通学していた｡ 午前10時から午後２時まで, 日本, 韓国
を含めた諸国からのより年若い受講者たちに交ざって久々の学生気分であっ
た｡ するうちに運動不足というかストレス解消のためもあって, なぜか突
然, 唯一可能な運動種目, アイススケートをしたくなってきた｡ まずスケー
トリンク探しからから始めた｡ スケートリンクのことをロシア語で


































愛しておこう｡ 一つだけ｡ キエフ駅前は時々物騒な集会があり, 足が遠の
いたりした (今日のウクライナ情勢と何か関係があったろうか？)｡
















１冊か２冊購入する程度｡ その月, 目当ては特集＜『｢ボヴァリー夫人｣ 論』
の衝撃＞であった｡ ちょうど蓮見重彦の大著 『｢ボヴァリー夫人｣ 論』 が
出ようとしている時2) で, フランス語が出来る訳ではないが, この小説に






琶湖周辺, 関連する本を少しは読んでいる4) し, 実地にも歩いている5)｡
また, 潜在的には, 亡父の先祖は近江商人の出だと聞いた定かならぬ記憶
がある｡ 貿易商で, 豊中だったかにダンスホールのある豪邸に住まう ｢大
阪の叔父｣ 等の話と錯雑した作為であった可能性大なのではあるが｡ それ
はともかく, 10ページと短いのが良い｡
主人公 ｢私｣ は ｢物書きという仕事｣ をしている ｢だらしない中年男｣
で, ｢新潟の漁師町に生まれ育った自分｣ とあるところから, 作者 (藤沢
周) とも重なるように配慮されている｡ 物語冒頭の３月現在, 湖北の向源
寺 (渡岸寺観音堂) にて十一面観立像に対面し数年前と違う違和感に苛ま
れている｡ かつては 『近江山河抄』 (白洲正子の名はあげず) など引きな
がら ｢ただただ美しいとしか思わなかった｣ のだが｡ その時一緒に脇にい
た女と恐らくは同じ女性と喧嘩別れして来たところなのである｡ 彼女は世







思えば彼女は, 数年前 ｢家族と別居したばかりの｣ 中年男の自分が傾いて
行った ｢一回り以上も歳下の女｣ であった｡


























地元の釣り人と ｢みっつちゃん｣ によって演じられる, 徘徊老女 ｢田口の
ばっちゃん｣ 救出劇である｡
｢比良八荒｣ の起源説話の語り部 ｢田口のばっちゃん｣ に ｢堅田の和尚｣
と間違えられたらしい｡ ｢堅田の和尚｣ は, 自分を慕う娘に百日通いを言
いつける｡ むすめはたらい舟をこいで夜ごと湖面を渡る｡ その執念に恐れ
をなした修行僧は, 百夜目に目印である浮御堂の灯りを消してしまう｡ 目
印を失った娘は折からの突風 (これが ｢比良八荒｣ の起源) によって湖底
藤沢周｢比良｣より丸谷才一｢樹影譚｣,ドストエフスキー『カラマーゾフの兄弟』へ
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に沈んだ｡ ｢カタタのオッさん｣ すなわち ｢私｣ は裏切り者, 悪人という
訳である｡
しかし, この琵琶湖時空のもとで, ｢私と女｣ の恋慕と ｢小野小町と深
草少将｣ の恋慕, そして ｢堅田の修行僧とたらい舟の娘｣ の恋慕は, ｢田
口のばっちゃん｣ と ｢みっつちゃん｣ の姿を借りて, ここにピタリと重な
り合い, 一瞬, 理解の光明が透射される｡














し, この重なりあいは, まず新潟と福島の県境辺の温泉旅館 (ととりわけ,
温泉卵) と110坪のコンベンション・ホール (ダンス・ホール) とのミス
マッチとして現れる｡ しかし, 実家は地元の豆腐屋元広告代店勤務カザマ
と盲目の老女, 元横浜の娼婦 (？) との伴奏曲を無視したタンゴのダンス
は, 日本とアルゼンチンを重ね合わせ, 時間をも超えて, ブエノスアイレ
スに新潟の雪を降らせるのである｡
｢比良｣ に戻れば, イメージの十全な重層とそのカタルシスは, 久々に
丸谷才一の ｢樹影譚｣ を想起させた｡ かねて個人的に ｢最高傑作｣ と吹聴
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していた作品であるが, これが調べてみるとかなり ｢一般的評価｣ なので
あった｡
２. 丸谷才一 ｢樹影譚｣ へ
私事ながら, 亡母は鶴岡の出で, 才一さんは神童と呼ばれた, と聞いた
遠い記憶がある｡ もっとも, 丸谷が尋常小学校在学中の昭和10年, 母は上














古屋は銀屏風を見た｡ ランプの焔が揺れ, 五本の欅の影が, 風の渡る
やうにゆらいで伸び縮みした｡ 影が静まり, また乱れた｡ 彼はそのと
















｢とつぜん解釈が訪れた｣ (【単行本】p. 119) ことから来るものであった
ろう｡ 喩えて言うならば, 諸所に散在していた朱塗りの鳥居が突然集中し
て ｢千本鳥居｣ が現出したような｡








れたラカンの ｢精神分析の哲学｣ が, たとえば短篇 『樹影譚』 の読解
に, 新たな, そして鮮烈な照明を与えることもまた, 疑いないのであ
る10)｡ (p. 100)
ただ, それ以下に続くこの本書第三章 ｢無意識の魔｣ 末尾の, 三浦雅士
の ｢樹影譚｣ 分析記述 (pp. 101104) は, 作品内の謎ときと同様の爽快
感を与えるとだけは言っておこう｡





１, ２, ３と三つの章から成るこの短篇小説は ｢樹影譚｣ と題され, 作
者名は ｢丸谷才一｣｡ 彼が著作権を有する第１の作者であることは間違い
あるまい｡ ｢１｣ の冒頭から ｢わたし｣ がその樹の影マニア (現代の言葉
遣いなら, ｢フェチ｣ とも言われかねない) 振りを語る｡ この ｢わたし｣
も小説家である｡ 取り敢えず, これを第２の作者としておく｡ この第２の
作者は, ｢１｣ を前置きとして, ｢２, ３｣ に提示される短篇小説を書いて
いる｡ ｢書いている｣ のであって, 読者はそれを同時並行的に読んでいる｡
その短篇小説の主人公が古屋逸平, 八十歳近い高齢の作家でやはり樹の影
マニアである｡ これが第３の作者｡




｢樹影譚｣ は, ｢樹の影偏愛家の自分探し｣ の物語, とでも要約出来る
だろうか｡ 愛好するのは影であって樹そのもではない, 作品テキスト自体


















ない五幹の老樹が, 根張り八方逞しく, 立ち太く, しかし銀の夜空に




第２章以降の主人公, 作家の古屋逸平｡ 指摘するのも大人気ない, と誰
も指摘せずとも判り切っているのであろうが, 念のため敢えて言っておく
と, 作者の丸谷と古屋は字面は異なるが, 音は ｢マルヤ｣ と ｢フルヤ｣ で
一音違い, 明らかな語呂合わせ, 古屋を丸谷に引き寄せようとしているか
に見える｡ さらに, ついでにつけ足しておくと, 才一の ｢イチ｣ と逸平の
｢イツ｣ も語呂合わせに近いであろう｡












気にする小説家｣ (同 p. 58) と来ては, 丸谷の他を探すのは難しい｡
さらにまたこの ｢思わせ振り｣ は念入りに ｢わたし｣ とその作中人物
｢古屋逸平｣ が創作した長篇小説 『海流瓶』 (昭和三十年代の作) の登場人
物 ｢ムショ帰り｣ の青年との親近性にまで及んでいる｡












丸谷＝ ｢わたし｣ から古屋逸平を介して, 作者の夢が作中人物に継承さ
れる｡ あまりにも図式的にピタリと ｢ハマル｣ と, 素直でない読者はかえっ
て首をかしげることになる｡ それに何より, 引用文を転写していて, 否応
なく気付かされる｡ この旧仮名遣い, 歴史的仮名遣いが許容されるのは,
作家丸谷才一ならではのことではなかったか, と｡
どうやら, まんまと作者が設えた ｢罠｣ にはまってしまったようで, こ
の辺で一先ず ｢リセット｣ するに如くはなさそうだ｡ そうは思いながら,
やはり気になるのは, 作者の問題とも重なりあう ｢ナボコフ｣ 問題である｡
そのミスティフィケーション (｢樹の影｣ ネタの執筆を断念させた作品が
見当たらない) は, 注意深い読者には, かなり解き易い謎, 仕掛けのよう
に見えるが, どうだろうか｡




つてこと, といふのを書きたかつたんです｡ 素朴な話ですけれど, でも実
に怖い｡｣ (p. 148)
｢あの思ひ違ひはわたしの体験を使ひました｡ 多分, 夢で見て, それで




は追ひかけ方が入組んでゐたけれど｡ 二年か三年, いや, もつとかもしれ
ない, 先行作品があるんぢや仕方がないとはふつて置いて, しかし, どう
しても諦め切れず, 念のためナボコフの短篇小説を捜して見たら, ないと
わかつたのでした｡｣ (p. 149)
読者＝筆者 (評者) としては, 何をか言わんやと思われる一方で, この
自作解題もまた, 三浦雅士の 『出生の秘密』 とともに新たに ｢樹影譚｣ に
組み込まれ, より一層錯雑する影を本作に投げかけ, その本体の形を見え
難くするのかもしれない｡
そこで, ｢樹影譚｣ 末尾に倣って, ｢キノカゲ, キノカゲ, キノカゲ｣ と
三度呪文を唱え, 言わば胎内回帰から ｢父親殺しの物語｣, ドストエフス
キーの 『カラマーゾフの兄弟』 へ話を転じることにしよう｡
３. さらにドストエフスキー 『カラマーゾフの兄弟』 へ
今年 (2014年度) 春学期, 共通教養特別講義を担当し, 受講生と共に
『カラマーゾフの兄弟』 とつき合うことになった｡ 題して ｢『カラマーゾフ
の兄弟』 を読んで・見る｣ 原作解説と映像鑑賞をセットにしたもので,
受講生からの反応により改めていろいろ気付かされることも多かった12)｡
もうずいぶんと前のことになるが, ｢様々なる物語の連鎖｣ として 『カ
ラマーゾフの兄弟』 を論じたことがある13)｡
その他市民講座など, 『カラマーゾフの兄弟』 について語る機会は何度
かあった｡ それらの時々に考えたことどもが, 藤沢周 ｢比良｣ ―丸谷才一
｢樹影譚｣ との重層・重奏を契機として, 作品内の様々な物語が言わば整
然とまた重層化・重奏化し, 生と死と再生のテーマ, ｢一粒の麦｣ のイデ
エがより鮮明になったかに思われる｡ その重層・重奏のイメージ, 伏見稲












これを ｢前画｣ としエピローグ最終章のイリューシャの葬儀, アリョー
シャの誓いの演説を ｢後画｣ とし, 『カラマーゾフの兄弟』 はこれら両画
に挟まれ, 同工異曲の様々な ｢画｣ (シークエンス) が重層し, それらが
ピタリと重なりあった時, それらを理解の光が貫くかに思われる｡
【死すべき ｢一粒の麦｣ たち】を列挙すれば, 父フョードル・カラマーゾ
フ (他殺, 謎の死) を筆頭に……
母たち；アデライーダ (病死), ソフィア (病死), スメルジャシチャヤ
(出産死)｡
(大審問官に ｢魔女｣ たちは焼き殺されるが, 再臨のキリストは放免され
る)















1) [文献①] 文字通り ｢１戸毎に｣ 記載されたモスクワの詳細地図で大いに
役に立った｡
2) [文献②] 800ページを超える大著｡ 一つの小説作品について言いうること
のすべて？
3) [文献③] タイトルには, 目次・本文共に ｢ひら｣ とルビ｡
4) [文献⑤, ⑥, ⑦, ⑧] このうち, とりわけ, ⑧は, 『図書新聞』 連載中愛
読した｡
5) [文献⑨] 文献ではなく ｢文献等｣ の, 体験談｡ 関東の人間には興味深い
土地柄｡
6) [文献④] 品切れ状態であったが, 舞台化に伴い増刷された｡
7) [文献⑪] 内容詳細は, 文献の付記を参照｡
8) 諸版に目立って大きな異同はない｡ 専ら筆者の好み (装丁, 字面) で単行
本をテキストとする｡
9) [文献18] ｢樹影譚｣ を ｢横しぐれ｣ との関係で論じている｡ 本そのものも
丸谷才一論としてユニーク｡
10) [文献⑰] 思想軸としてのフロイトの重要性に目が開かれる思いがする｡
11) [文献⑬] 別冊付録に長年の相棒, 和田誠のエッチング, 何やかや各種詰
め込んで, の玩具箱のような書物｡
12) [文献⑲] 講義概要を参照｡
13) [文献] 執筆時の表記は, ドストエフスキイ 『カラマゾフの兄弟』 で,
当時のママとした｡










②蓮見重彦 『｢ボヴァリー夫人｣ 論』 2014年６月, 初版１刷, 筑摩書房刊｡
③藤澤周 ｢比良｣ ― 『文學界』 平成26年７月号 (文藝春秋) pp. 7281 (200字
詰め原稿用紙に書き写してみると, 56枚｡ 従って400字詰め28枚ほどか)｡
④藤澤周 ｢ブエノスアイレス午前零時｣ 初出 『文藝』 1998年夏季号 (芥川龍之
介賞受賞作)｡
単行本1998年, 河出書房新社刊｡
河出文庫 新装版初版 『ブエノスアイレス午前零時』 2014年10月刊による｡
⑤司馬遼太郎 ｢街道をゆく／湖西のみち｣ 『週刊朝日』 連載1971年１月１日号～｡
単行本1971年９月, 朝日新聞社刊｡
朝日文庫 『街道をゆくⅠ』 ＜新装版＞湖西のみち, 甲州街道, 長州路ほか
2013年６月 第６刷による｡


















＊比良の暮雪, 沖つ島山, 伊吹の荒ぶる神, その他｡
⑦白洲正子 『十一面観音巡礼』 1974年 (昭和49年) 64歳 １月～１年半 『芸術
新潮』 に連載｡
単行本 1975年12月, 新潮社刊 同1996年５月, 13刷による ＊湖北の旅｡
⑧高橋真名子 『近江故事風物詩 さざなみの回廊めぐり』 2009年12月, 河出書
房新社刊｡
初出 『図書新聞』 に ｢さざなみ回廊｣ として連載 (平成19年１月～20年６月)













最近は, 元旦に, 向源寺 (渡岸寺観音堂) に初詣｡ 新年早々, 十一面観音拝
観｡
○丸谷才一 ｢樹影譚｣
⑩【初出】｢樹影譚｣ 『群像』 第42巻第４号 (1987年４月, 講談社) pp. 640
⑪【単行本】『樹影譚』 1988年８月１刷, 同年９月３刷, 文藝春秋刊による
同書には, ｢樹影譚｣ の外, その前に ｢鈍感な青年｣, その後に ｢夢を買ひ
ます｣ を収録｡ 前者初出は 『文學界』 1986年１月号, 同じく後者は 『新潮』
1987年12月号｡ 即ち, この単行本 『樹影譚』 には, 日本の文芸出版の三大大
手, 文藝春秋社, 講談社, 新潮社の老舗文芸雑誌に相前後して掲載された三
作品が収録され, しかも㈱文藝春秋から刊行されている｡ 流石丸谷才一とい
うべきか｡
なお, ｢樹影譚｣ は, 川端康成賞受賞作 (川端賞は新潮社肝いり)
また, 丸谷才一による和田誠装丁本のうちでも最良ブック・デザインの半
透明カバー裏には, 大江健三郎 (川端賞選評), 三浦雅士 (文芸時評), 小島
信夫 (創作合評) が影の如く印刷されている｡
装丁に関連して, 半透明カバー表は, 書名・作者名に透けて, 本体表表紙
の ｢エンブレム｣ 樹影譚・丸谷才一が透けて見える｡ どちらがどちらの影と
も決め難く｡
⑫文春【文庫】『樹影譚』 1991年７月, 2013年９月５刷による｡ 収録作品は単
行本と同じく, ｢樹影譚｣ を挟んで ｢鈍感な青年｣ と ｢夢を買ひます｣｡
⑬＜作家生活50周年記念出版＞ ｢【特装版】 樹影譚｣ 限定200部, 平成20年
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(2008年) 12月, 中央公論新社刊｡ 収録作品は, 単行本, 文庫本と同じ｡ た
だし, 巻末に自作解題的 ｢三つの短篇小説｣ pp. 147154 及び ｢あとがき｣ p.




・『ふるさと富士』 ― 玩亭新句帖 (丸谷才一), 装丁物語 (抄, 和田誠), 出




落ちて来た｡ 2008年12月11日 (木) 朝日新聞紙上広告｡ 書込み ｢入手叶わず
12／11｣ とあるのは, 47250円という高価格故でもあったろうか｡
⑭≪12巻本丸谷才一【全集】≫第４巻, 2014年６月, 文藝春秋刊に ｢裏声で歌
へ君が代｣ とともに収録, pp. 519569｡ 本文底本は, 文春文庫４刷 (2012
年11月)
＊2008年に作家生活50年を祝った丸谷才一は, その４年後, 2012年10月13日
に生涯を閉じた｡ 文庫４刷は ｢著者存命中の最終版｣ ということでもあろう
が, 厳密に言えば, 10月13日に亡くなった人が, 11月の出版物をチェックす
ることは困難であろう｡ さらに厳密に言えば, 午前７時25分都内の病院で心
不全, ご永眠と伝えられたので, 例えば, 前日に病床で校正された原稿に基
づき翌月刊行ということがあり得ぬ事ではなかろうが｡
⑮第137回 ｢創作合評｣ 1987.3.13. 『群像』 (講談社) 1987年 (昭和62年) ５月
号
鼎談：小島信夫, 三木卓, 川村湊｡ 丸谷才一 ｢樹影譚｣ は pp. 272282. 他
に山本道子 ｢手首｣, 林京子 ｢虹｣ を合評｡ 言うまでもなく, ｢樹影譚｣ 初出
は, 同じ 『群像』 の前月５月号である｡
⑯村上春樹 『若い読者のための短編小説案内』 のうち (pp. 151177) 丸谷才
一 ｢樹影譚｣｡





なお, 文庫本；丸谷才一 ｢樹影譚｣ 末尾 p. 177 には, 後出の三浦雅士
に対する応答が加筆されている｡ 以下, その全文を引用しておく｡
＜注・この本 (単行本) が出たあとで, 三浦雅士さんからご指摘を







じだったとしたらすみません) とすれば, 僕のような ｢降雨確率｣ 的














』 初出 『群像』 2004年１～11月号, 2005年１～４月
号連載｡ 15章 ｢孤独の発明｣ は大幅改稿, 16章 ｢魂の悲哀｣ ｢あとがき｣ は
書き下ろし｡
2005年８月15日１刷｡ 同年12月27日２刷, 講談社刊による｡ ちなみに ｢帯｣
の惹句は ｢漱石研究の新解釈／衝撃作 『青春の終焉』 に続く新たな地平―精






｢その (1997年 『若い読者のための短編小説案内』 における村上春樹の
｢樹影譚｣ 評；引用者注) あとで三浦雅士さんの 『出生の秘密』 が現れ
ます｡ この件については, そのうちに 『樹影譚』 論からはじまる長篇評
論を書く, と予告を受けてゐた｡ しかし, せいぜいが序章でちょっとマ
クラに振る程度と思つてゐたのに 『樹影譚』 論が三章もつづき, そこで
提示された主題が変奏を重ねながら全体を貫く｡ 批評家の力量に驚いた











⑱ソーントン不破直子 『戸籍の謎と丸谷才一』 2013年10月, 春風社刊｡ pp.
111153.
第一部 第３章 『横しぐれ』 から ｢樹影譚｣ へ 読者である作者
⑲2014年度春学期 共通教養特別講義 ｢ドストエフスキー 『カラマーゾフの兄
弟』 を読んで・見る｣ [教材] 著作権承認 DVD；TV放映版, ディスク６枚
組, １枚につき２回分収録, ロシア語音声 (ステレオ), 日本語字幕｡ カラー｡
合計527分 (89＋87＋87＋87＋88＋89)｡ 木曜日３時限全15回 (受講登録214
名), 毎回コメント・ペーパーにストリーを書かせ, 授業最終日に教場レポー
ト提出｡ その課題は,
[１] ロシア・テレビ版 『カラマーゾフの兄弟』 全12回のうち, 最も秀逸と
思われるシーンをめぐり, その概略と作品全体の中での位置付け, そして記
憶に残った理由等について述べなさい｡





⑳原作日本語訳, 亀山郁夫訳 『カラマーゾフの兄弟』 光文社 [古典新訳] 文庫
版全５巻第１巻2006年９月初版１刷～第５巻 (エピローグ別巻) 2007年７月
刊｡































語訳 新約聖書 詩篇付』 2014年１月１刷, ２月２刷による)











文書, 岩波書店, 1995年８月１刷, ９月２刷による｡
[亀山訳] ｢はっきり言っておく｡ 一粒の麦は, 地に落ちて死ななければ, 一
粒のままである｡ だが, 死ねば, 多くの実を結ぶ｡｣ 前記光文社 [古典
新訳] 文庫版 『カラマーゾフの兄弟』 第１巻による｡
高野史緒 『カラマーゾフの妹』 (第58回江戸川乱歩賞受賞作) 講談社, 2012
年８月刊｡
高野史緒 『ミステリとしての ｢カラマーゾフの兄弟｣ スメルジャコフは犯人
か？』 ＜ユーラシア・ブックレット＞No. 181, 東洋書店, 2013年５月｡
父フョードル殺し, スメルジャコフは仕掛人, 動機は, 自分を私生児として
蔑視するカラマーゾフ一族への復讐｡ 長男ドミトリーには刑法上 (？) の罪
あり, イワンには倫理的, 哲学的, 神学的罪悪感, アレクセイ (アリョーシャ)
が実行犯！？
国松夏紀：ドストエフスキイ 『カラマゾフの兄弟』 を読む／様々なる物語の
連鎖 富田仁編著 『欧米文学を読む』 1986年７月, 花林書房刊, 所載｡
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